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い　　も　　類 16．820．8 9．7 13．6 18．6 15．2 17．7 14．4
菓　　子　　類 58．460．0 44．245．6 75．267．2 61．160．0





















































































































































い　　も　　類 23．519．8 22．717．8 35．622．8 57．650．5
菓　　子　　類 25．820．8 26．518．8 36．430．7 22．720．8
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図6　19歳の「味」における食物嗜好の傾向
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図7　40歳代の「味」における食物嗜好の傾向
　　　　嗜　好率（％）
40　　　30　　　　　20　　　　　10　　　　　0
塩からい
もの
うす味の
もの
もの
もの
甘いもの
0
喫食頻度率（％）
10　　　　　20　　　　　30　　　　　40
ee　198e年幼児期
匿翔198Z年現在
醗1gge年幼児期
翻199EfiEfR　CE
　19歳では塩からいものの嗜好率は1990年の方がやや高率であるが，喫食頻度率では1990年が低
率になっている。塩からいものを避ける傾向がみられる。うす味については嗜好率・喫食頻度率
ともに1990年で高率になっている。うす味を好む食物嗜好になっている。油っこいものについて
も嗜好率・喫食頻度率ともに1990年には1980年の3分の1以下の数値に減った（P＜．05）。酢っ
ぽいものについては嗜好率・喫食頻度率ともに1990年が高率になり酸っぱいものを好む傾向がみ
られる。甘いものは1990年が高率になっており菓子類を好む傾向をうらづけている。19歳の幼児
期では塩からいもの・油っこいものは1990年に低率になっているが，うす味・酢っぱいもの・甘
いものは高率になっていて，19歳現在の食生活と同じ傾向である。
　40歳代では塩からいものは1990年が嗜好率・喫食頻度率ともに低率であるが，うす味・酢っぱ
いものについての嗜好率は1990年で高率になっているが，喫食頻度率は低下している。塩からい
ものと油っこいものの喫食頻度はともに減少した（P＜．02）。油っこいもの・甘いものはどち
らも1990年に低率になっている。40歳代の幼児期の食事内容はうす味の嗜好率が1990年でやや高
いが喫食頻度率は低下している。塩からいもの・油っこいもの・酢っぱいもの・甘いものはいず
れも1990年の方が低率になっている。
W　ま　　と　　め
　1980年に年齢別，地域別の食物嗜好に関する調査を実施した結果，年齢別には差がみられるも
のの地域別にはあまり差のないことが認められた。そこで10年を経過した1990年に年齢別に1980
年と同じ項目で調査を行ない，その推移について検討してみた結果，次のような知見を得ること
ができたので今回は調査対象の多い19歳と40歳代について報告する。
①体格について「少しやせぎみである」と思うのが19歳で9．7％から2．4％へと減り
　（P＜．05），40歳代では「やせすぎている」と思うのが4．5％から0．1％へ減少し（P＜．05），
　むしろ太り傾向であると意識している傾向がみられる。
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　②食欲については「食欲がなくて少食である」と答えた割合は全体に低く，19歳においては
　　「食欲があってよく食べる」の回答が31．0％から44．8％と増え（P〈．05），年齢の約半数
　　近くを占めている。
　③　19歳においては嗜好の変化を感じたことがないと答えたものが，61．9％から75．2％へと増
　　えた（P＜．05）。
　④食品の組合わせや栄養のバラソスに注意していると意識しているものは，19歳で26．5％か
　　ら10．4％へ減少した（P＜．01）。
　⑤　19歳における食品群別にみた食物嗜好の傾向では，ごはん類の嗜好率および喫食頻度率が
　　ともに伸びている（P〈．02）。他の食品群の嗜好率で著しく伸びた項目はないが，喫食頻
　　度率において今回伸びをみせた項目は，パソ類（P＜．01）魚介類（P〈．05）牛乳
　　（P＜．001）淡色野葉（P＜．001）果物（P〈．001），幼児期における小魚（P〈．05）な
　　どである。
　⑥19歳の減少した項目は，油脂類の嗜好率で（P＜．01），幼児期における嗜好率も減少し
　　（P〈．001）ている。
　　　また，喫食頻度率が減少した項目は，小魚類（P〈．001）で著しい変化がみられた。
　⑦40歳代における食品群別嗜好傾向では大きな変化はあまりないが，パソ類の喫食頻度率の
　　増加（P＜．05）および，幼児期における油脂類の嗜好率の減少（P＜．05），頻度率の減少
　　（P＜．02），豆及び豆製品の嗜好率の減少（P＜．02）がみとめられた。。
　⑧調理手法別にみた食品嗜好の傾向は，和風料理の嗜好率が19歳では約2倍に増加し
　　（P＜．001）49．6％を占め，19歳の幼児期における洋風料理の喫食頻度が約3倍に増加（P
　　〈．01）したが，40歳代においては大きな変化はみられなかった。
⑨「味」における嗜好傾向では，19歳の「油っこいもの」の嗜好率（P〈．05）および喫食
　　頻度率（P〈．05）が2～3分の1に減少し，40歳代においては「塩からいもの」および
　　「油っこいもの」の喫食頻度率が3～4盆の1に減少した（P＜．02），また19歳の幼児期
　　には「甘いもの」の嗜好がやや増加（P〈．05）の傾向がみられた。
　以上のような食物嗜好の変化がみとめられ，健康状況や身長・体重のバラソスなど体格につい
ては良好であるとする人が，1980年より1990年に多くなっている結果が出たのはよろこばしいこ
とである。
　終りに本調査にご協力頂いた皆さまに感謝申し上げます。
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